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第４章　施策の展開

第４章　施策の展開

ここでは「地域福祉会議」においていただきました意見に基づき、地域の抱える様々な生活課題を４つのテーマの基本目標に大別し、それに対する重点課題と今後の取り組みを表しています。

これらの取り組みについては、地域住民、行政、社会福祉協議会、社会福祉に携わる事業者などが協働して推進していくことが求められ、次のとおり、その立場における取り組みを示します。
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地域住民の取り組み

地域住民のほか、町内会や民生委員・児童委員、ボランティア・市民活動者など、地域における様々な人や組織に求められる取り組みを示します。

社会福祉協議会や事業所等（サービス提供事業所、福祉施設など）の取り組み　

社会福祉協議会、社会福祉に携わる事業者などに求められる取り組みを示します。

行政の取り組み

豊川市の取り組みを示します。

 基本目標１　みんなでふれあい学ぶ　地域福祉の推進　　　　

～あいさつからふれあいの輪を広げよう～

（１）地域での助け合い意識の啓発

現状と課題

少子高齢社会を迎え、市民の生活様式が多様化するなかで、核家族化が進み、一人暮らしの高齢者が増えています。また、地域での交流が少なくなり、地域の暮らしの中で、不安を感じることも多くなっています。

地域では、年齢や性別、国籍の異なる人や障害のある人ない人など、様々な人が生活しており、それぞれの抱える課題も多様になっています。

平成18年に実施した市民アンケート調査結果によると、近所付き合いについては、日頃から助け合っている、気の合った人とは親しくしていると答えた人は4割程度に留まっています。また、近所付き合いの満足度は全体的には高いものの、若い年代層や居住年数が短い人では、満足していない割合が多い傾向にあります。

その上で、お年寄りや障害者に対し地域として取り組むべきことについて、地域の人の見守りや声かけと考えている人は多く、また、子育てについても、同様に考えている人が多くなっています。

今後、地域住民が協力し合える地域をつくるためには、地域住民の一人ひとりの助け合い意識を育てていくことが大切です。

また、地域における助け合い活動の基礎的な組織である町内会などの地域組織の活動を通して、地域での助け合いの意識の醸成に努める必要があります。
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■近所の人との付き合い方　　　　　　　　　　■近所付き合いの満足度
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　　■年齢別、居住年数別にみた近所付き合いの満足度
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○対人関係の煩わしさを避けたり、近所づきあいが希薄になってきている。

○20歳代は、近所付き合いに満足していない人が多い。

○お互い顔を知らないため、声かけができない。

○町内会活動への参加を促す工夫が必要である。

〇情報の入手、活動への参加を進めるため、町内会の役員の意識を変えることが必要である。
重点課題

○市民の地域での支えあい意識の向上

○地域活動者の意識改革の推進
今後の取り組み

重点課題１　市民の地域での支えあい意識の向上

地域住民の取り組み

○近くの人や、常に会う人に日頃からあいさつを交わし、ふれあいの第一歩とします。

○ゴミ出し、資源回収時をあいさつ、声かけの機会とします。

○「おはよう」、「こんにちは」の声かけを積極的に進めます。

○子どもへの声かけをします。

○地域活動に率先して参加するように心がけます。

社会福祉協議会や事業所等（サービス提供事業所、福祉施設など）の取り組み

○連区、町内会及び地域福祉活動推進委員会を単位に、地域福祉活動推進セミナーを開催し、地域住民の福祉意識の向上を図ります。

○「社協だより」や社協ホームページにおいて、ボランティアや市民活動団体等の活動を掲載し、福祉のこころを育むための啓発活動に取り組みます。

行政の取り組み

○家庭、小・中学校や地域からのあいさつ運動の展開を支援していきます。

○保育園や小・中学校の行事、町内会行事等の子どもの交流の場を通じて、大人同士や地域住民の交流を促進するとともに、近所づきあい意識を醸成します。

○「広報とよかわ」などにおいて、福祉活動、ボランティア・市民活動、人権擁護に関する特集などを掲載し、福祉のこころを育むための啓発活動に取り組みます。

重点課題２　地域活動者の意識改革の推進

地域住民の取り組み

○町内会の行事等において、役員から住民に気軽に声かけをします。

○ボランティア活動者が町内会役員に対して、ボランティア活動等を積極的に説明し、理解を深めます。

○町内会役員と社会福祉協議会との気軽な話し合いの場を設けます。

○行政等で行われている市民活動などのフォローアップ研修への参加、交流を通して地域の見直し意識の向上を図ります。

○町内会における地域福祉活動の啓発を実施します。

社会福祉協議会や事業所等（サービス提供事業所、福祉施設など）の取り組み

○町内会役員、民生委員・児童委員及びボランティアを始めとする地域住民と社会福祉協議会との気軽に話し合える場を設けます。

○地域福祉活動者を対象とした各種研修会の機会を創出することにより、活動者の意識向上を図ります。

行政の取り組み

○地域の基盤となる自治組織である各地域の町内会への情報提供や活動助成により、その活動を支援します。

○子ども会、老人クラブ、自主防災会などの地域活動団体との連携が不可欠であるため、社会福祉協議会も含めた連携により地域福祉活動を推進します。

○福祉委員の理解と連携を深めるための情報提供や啓発を行います。

（２）福祉教育による人づくり

現状と課題

子どもから大人までの思いやりの心を育むため、市民の福祉に関する学ぶ機会を充実させ、学んだ知識を地域のなかで活かせるよう、福祉教育・生涯学習を推進する必要があります。

幼児期や学齢期の子どもたちに、福祉について学ぶ機会を学校や地域で設け、福祉に対する心の情操に努め、将来の地域福祉の担い手となることが期待されるように育てます。


 

〇子どもの時からの地域づきあいの大切さ、必要性を認識させる教育の場が少ない。

〇子どもの時からの高齢者や障害者とのふれあいが少ない。
重点課題

○子どもの時からの助け合いの教育の推進

今後の取り組み

重点課題１　子どもの時からの助け合いの教育の推進

地域住民の取り組み

○親、学校の先生、地域の人が手本になり、地域での助け合いの教育に努めます。

○家庭や地域において「おはよう」、「こんにちは」などのあいさつを親が率先して実行します。

○地域でのボランティア活動への参加を呼びかけ、高齢者や障害者とふれあうことで思いやる気持ちを醸成します。

○親が率先して、人を助けたり、思いやりの心づかいを示すようにします。

社会福祉協議会や事業所等（サービス提供事業所、福祉施設など）の取り組み

○学校において、地域にある福祉施設との交流活動を促進します。

○学校と協力、連携しながら福祉実践教室を通じた福祉教育の充実を図ります。

○赤い羽根共同募金を通じ社会奉仕活動への参加意識の向上を図ります。

○青少年ボランティア体験学習などにおいて、実践的な福祉教育の場を提供します。

○地域福祉活動推進委員会やボランティアの実施するふれあいサロン等への参加を通じ、学齢期から地域福祉活動と接する機会の創出を推進します。

行政の取り組み

○「総合的な学習の時間」などを活用して、すべての学校で福祉教育に取り組むために、必要な情報提供や機材の貸出などの支援を行います。

○高齢者や障害者との交流活動、高齢・障害疑似体験、養護学校などとの交流教育、総合学習などによるボランティア活動への理解や参加を促す実践的な福祉教育を推進します。

○学校において、地域にある福祉施設との交流活動を促進します。



（３）地域における世代間の支援

現状と課題

多世代世帯の減少に伴う世代間交流の減少は、地域におけるコミュニティ機能の低下へと繋がっていると指摘されています。

市民アンケート調査では、近所付き合いの程度については、「顔が合えばあいさつはする」という人が約5割となっています。また、年齢が高い人ほど、「日頃からの助け合いが行われている」という人が多くなっていますが、一方で、居住年数が2年以下という人や、職業では会社員（常勤）、公務員･教員、学生で近所付き合いが少ないという人が多くなっています。

地域での支えあいを進めていくには、子どもから高齢者までが地域で気軽に集まり、地域での交流を活発化することが必要です。

また、地域には、子育てに不安を抱えている人もおり、アンケート調査では、子育てについて、地域として取り組むべきこととして「地域の子どもへの見守りと声かけ」が望まれており、子育て中の親子と地域の人が普段、気軽にふれあえる場と機会をつくり、子育てを地域ぐるみで支えていく必要があります。

■年齢別、居住年数別にみた近所の人との付き合い方





　　

　　■職業別にみた近所の人との付き合い方



■子育てについて地域で取り組むべきこと


 

○地域の交流は、長年住んでいないと参加しにくい。

〇世代間交流が必要と考えている若い人は、高齢者に比べ少ない。

〇大人と子どもの、地域での助け合いや行事など交流の場（機会）が少ない。

〇地域全体で子どもを育てるという気持ちが希薄になっている。

〇20歳代で、わずらわしいので子どもと関わりを持ちたくないと思っている人がいる。

〇子育てをする親の教育、親の愛し方から見つめ直す教育が必要である。

〇家族が協力し合ってできる活動や活動できる施設の充実が必要である。

○子どもが安心して遊べ、高齢者とふれあえる公園が少ない。

重点課題


〇世代間交流の推進

〇地域全体での子育て意識の向上
今後の取り組み

重点課題１　世代間交流の推進

地域住民の取り組み

○町内会、老人クラブ、子ども会等に世代間交流の機会を持つようにします。

○高齢者の優れた特技や経験を、若い人や子どもたちへ教えたり見せたり話したりする場を提供します。

○地域の行事に子育て中の親子が参加できるようにします。

○ソフトボール大会など、親子が一緒になって活動できる行事を企画します。

○夏休みの朝の体操などに、子ども会のみではなく多くの世代が参加し交流します。

社会福祉協議会や事業所等（サービス提供事業所、福祉施設など）の取り組み

○高齢者の優れた特技や経験を、若い人や子どもたちへ教えたり見せたり話したりする場の提供を促進します。

○町内会、地域福祉活動推進委員会、老人クラブやボランティアにおける活発な世代間交流を推進します。

行政の取り組み

○保育園児や小・中学生が、老人ホームを訪問したり、園や学校に高齢者を招く等、高齢者と子どもの交流機会を拡充していきます。

○地域の公民館などで、世代間交流の場や機会を提供していきます。

○市民の交流活動を促進するため、既存施設などを活用した活動拠点の確保・提供を図ります。

重点課題２　地域全体での子育て意識の向上

地域住民の取り組み

○高齢者から子どもや子育て中の親などへ声かけを行います。

○地域での子どもへの声かけ運動を推進します。

○親子いっしょの本の読み聞かせなど、親と子どもがふれあう事業を企画します。

○子育て中の親が気軽に地域のサロンへ遊びに行けるような機会を設けます。

○行事やふれあいの機会を通して地域の人と親しく話し合いながら、子育てに対する意識を育てます。

○「学校の日」や子ども会の活動に進んで参加します。

社会福祉協議会や事業所等（サービス提供事業所、福祉施設など）の取り組み

○子育て支援団体と協働しながら、子育てにやさしい地域意識を推進します。

○地域の人と親しく話し合う行事やふれあいの機会を通して、子育てに対する意識を促進します。

行政の取り組み

○子育て支援センターやつどいの広場を中心に、親子で参加できる催し物の開催や子育てサークルの支援により保護者同士の交流の場を提供し、仲間づくりを促します。

○ファミリー・サポート事業の拡充を図り、地域でのお互いの支えあいを進めます。

○市や学校が催すスポーツ、文化活動などの行事を地域にＰＲして参加を促し、子どもたちの成長を支えていきます。




























（　）内は有効回答数



























































資料：市民アンケート調査（平成18年）






















































































資料：市民アンケート調査（平成18年）






































20年以上　　　　　　　


（転入して以来）





20年以上　　　　　　　


（生まれてからずっと）




































































資料：市民アンケート調査（平成18年）

















資料：市民アンケート調査（平成18年）








（　）内は有効回答数





専業主婦（主夫）・


家事手伝い








20年以上　　　　　　　


（転入して以来）











資料：市民アンケート調査（平成18年）








20年以上　　　　　　　


（生まれてからずっと）





（　）内は有効回答数





地域福祉会議からの意見








地域福祉会議からの意見











地域福祉会議からの意見
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